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日米の事例を通して地域世代間交流と高齢者ケアを考える
　わが国の高齢化は加速度的に進んでいる。それに伴い高齢者の独
居率も高まっており、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくため
には、彼らを地域で支援するためのさまざまなサービスが求められ
る。この問題をめぐって、2007年10月13日に聖路加看護大学
老年看護学の主催により、同学において「高齢者と子どもの世代間
交流」をキーワードに講演とパネルディスカッションが開かれた。
米国クリーブランドで世代間交流学校を創設したピーターＪ．ホワ
イトハウス氏（医師）が来日し基調講演を行った後、日本で世代間
交流を実践するパネリストからの発表が行われた。
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後半のシンポジウムの登壇者。左の発表者は聖路加看護大学
老年看護学の亀井智子教授

講演するピーターＪ．ホワイトハウス氏


